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第 20 回海部会 WG について 
 

 

１．第 20 回海部会 WG の概要 

① 子供たちも参加する東幡豆海岸・前島のトンボロ干潟で行われる自然観察会に参加

します（東幡豆漁業協同組合主催・詳細は P4〈参考：自然観察会募集チラシ〉を参照）。 

 自然観察会の参加者にアンケート調査を行い、感想やニーズを把握します。 

② 観察会の後、会議室に場所を移して、海部会 WG メンバーで振り返り（意見交換）

を行います。 
 

２．第 20 回海部会 WG のねらい 

① 干潟での様々な体験や子供との交流を通じて、森と川と海のつながりや自然保護、

環境学習の大切さを学びます。 

② 干潟観察会に参加した感想などを共有するとともに、今後、矢作川における海と人

との絆再生に向けて、どんなことができるか・したいかを考えます。 
 

３．当日のプログラム 

○開催日時： 平成 26年 8月 11日(月) 9:00～17:00 

○実施場所： 【自然観察会】東幡豆海岸・前島 

 【意見交換】 西尾市役所・幡豆支所 

○集  合： 

 車の方→ 8:15西尾市役所 幡豆支所集合 

 電車の方→8:30東幡豆駅集合 

○行  程： 
8:15～ 西尾市役所 幡豆支所、東幡豆駅から東幡豆海岸へ移動 
8:50 東幡豆海岸に到着
9:00～ 
9:30 

主旨説明、前島（トンボロ干潟）へ移動

9:30～ 
11:30 干潟セミナー、マテ貝獲り、干潟の子供との交流 

11:30～ 
12:15 西尾市役所・幡豆支所へ移動 

12:15～ 
13:00 昼食 

13:00～ 
14:30 振り返り（意見交換） 

14:45 西幡豆駅解散 
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４．アンケート調査（案） 

(1)調査対象：自然観察会・参加者（小学生以上と保護者など） 

(2)調査目的： 

 交流のきっかけづくりとする（三河湾全体、上下流・流域、子供等） 
 上流（山）に住む人や子供の海への意識や関心事を把握する 
 今後の矢作川流域圏における活動展開のヒントとする 
 振り返り（意見交換）の際の参考とする 

(3)調査事項：回答の手間や負担にならない程度に、以下について把握 

① 参加者の属性（年齢、性別） 
② 参加動機（参加したきっかけ） 
③ プログラム（楽しかったプログラム） 
④ 再訪意向（海辺や自然観察会にまた行きたいか） 
⑤ 自由意見（良かったこと、悪かったこと） 

(4)実施方法：調査票を用いた対面インタビュー形式 

(5)実施主体：海部会WGメンバー 

(5)調査票 ：P2 参照 

(6)調査時期：自然観察会の昼食時（その場で調査票を回収） 

 

５．振り返り(意見交換)（案） 

(1)目的 

自然観察会への参加やアンケート調査の結果を踏まえ、海部会WGメンバーでお互い
の感想や気づきを共有し、これからの矢作川流域圏での活動展開について話し合う。 
(2)話し合うこと 

 自然観察会の感想（気づいたこと、感じたこと、再発見したことなど） 
 子供や親の海に対する意識（自然観察体験とアンケート結果の分析より） 
 今後、矢作川流域圏で（海を中心に）どのような活動をしていくべきか 

（課題出しや具体的なプログラムのアイデア提案など） 
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調査票（案）
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〈参考：自然観察会募集チラシ〉 

 


